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●●●編集後記
▶新年明けましておめでとうございます。「胸部の最新画像情報 2019」
をお届けします。手にとって驚かれた方もいるかと思いますが，昨年から増
大号でなくなったので薄くなりました。でも珠玉の報告のまとめです。小澤
論文は肺血管病変の総論です。大変 demonstrative な画像を多く含ん
でいます。尾辻論文では，肺葉切除時に留意すべき不全分葉の画像パ
ターンを紹介しています。これを読んで呼吸器外科医にプラスアルファの
情報を提供しましょう。澄川論文は，肺癌が疑われたけれど違っていたとい
う興味深い観点からまとめられた総論です。結局，自分を育ててくれるのは
失敗経験ですよね。貴重な症例集でもあるのでぜひご一読あれ。画像診
断は本当に難しいですね。藤本論文はポータブル写真で大切なカテーテ
ル，チューブの画像診断です。malpracticeを未然に防ぎ医療安全の要
となるのも放射線科の重要な役目です。斉藤論文は 3DCTを用いて
LAM の嚢胞の特徴をおさえたものです。内容は 3DCT でなくても応用で
きると思います。他にも1 つの総論と3 つの症例，情報 1 編と今月の症
例です。
▶ところで時節柄，来年度の人員体制が気になる頃ですが，将来を担う
放射線科専攻医の応募が例年より少なく心配されると伺っております。ち
またの噂では，近未来において放射線科医の仕事は artificial intelli-
gence（AI）によって奪われてしまうのではないかという不安のためだと言
われています。米国でも少し前まではレジデントの数が減ったと言われてい
ました。しかし現在は人気を取り戻しつつあるようです。RSNA では積極
的に AIを導入した魅力的な近未来読影システムが多数提案されていまし
た。AI の恩恵を一番受けるのは，実は新しい技術に明るい放射線科だと
考えられ，積極的に利用してやろうという力がみなぎっていました。是非こ
の AI に関する明るく，力強く，positive な状況を若い研修医や学生に伝
える努力が必要です。そのあたりにも本誌が貢献できるとうれしいですね。

� 栗原泰之
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